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捜
索
手
続

（
１
）
捜
索
の
意
義
等

滞
納
処
分
を
す
る
た
め
に
は
ま
ず
、
滞
納
者
の
財

産
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
際
、ま
ず
、

質
問
・
検
査
に
よ
り
財
産
の
状
況
が
分
か
れ
ば
、
こ

れ
に
よ
り
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。
次
に
、
質
問
・

検
査
で
は
財
産
の
状
況
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
ど
う

す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。こ
の
場
合
に
行
わ
れ
る
の
が
、

捜
索
で
す
。
捜
索
は
、
相
手
の
意
思
に
反
し
て
住
居

に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
強
制
調
査
で
す
。　

捜
索
は
強
制
調
査
で
す
が
、
裁
判
所
の
令
状
は
必

要
と
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
住
居
の
不

可
侵
に
つ
い
て
定
め
る
憲
法
第
35
条
に
反
し
な
い
か

が
問
題
と
な
り
ま
す
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
滞
納

処
分
の
捜
索
手
続
が
租
税
債
権
の
実
現
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
に
過
ぎ
ず
、
刑
罰
に
つ
な
が
る
も
の

で
は
な
い
な
ど
と
し
て
、
憲
法
違
反
で
は
な
い
と
解

さ
れ
て
い
ま
す（

（
（

。
な
お
、
民
事
執
行
法
第
１
２
３
条

第
２
項
の
規
定
に
よ
る
捜
索
も
令
状
は
求
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

【
国
税
徴
収
法
】

（
捜
索
の
権
限
及
び
方
法
）

第
１
４
２
条　

徴
収
職
員
は
、
滞
納
処
分
の
た
め

必
要
が
あ
る
と
き
は
、
滞
納
者
の
物
又
は
住
居

そ
の
他
の
場
所
に
つ
き
捜
索
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２　

徴
収
職
員
は
、
滞
納
処
分
の
た
め
必
要
が
あ

る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と

き
に
限
り
、
第
三
者
の
物
又
は
住
居
そ
の
他
の

場
所
に
つ
き
捜
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
滞
納
者
の
財
産
を
所
持
す
る
第
三
者
が

そ
の
引
渡
を
し
な
い
と
き
。

（
２
）
滞
納
者
の
親
族
そ
の
他
の
特
殊
関
係
者

が
滞
納
者
の
財
産
を
所
持
す
る
と
認
め
る
に

足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い

〜公共政策立案に必要な法的知識の修得を目指して〜

第46回代執行費用の強制徴収手続③

自治体職員のための政策法務入門

鹿児島大学教授
宇那木正寛

連
載

今
回
の
ポ
イ
ン
ト

代
執
行
費
用
の
納
付
を
命
じ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
が
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
強
制
徴

収
手
続
に
つ
い
て
、
第
44
回
か
ら
解
説
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
督
促
前
の
徴
収
手
続
に
つ
い
て
は
、

本
誌
連
載
第
41
回
～
第
43
回
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
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て
、
そ
の
引
渡
を
し
な
い
と
き
。

３　

徴
収
職
員
は
、
前
２
項
の
捜
索
に
際
し
必
要

が
あ
る
と
き
は
、
滞
納
者
若
し
く
は
第
三
者
に

戸
若
し
く
は
金
庫
そ
の
他
の
容
器
の
類
を
開
か

せ
、
又
は
自
ら
こ
れ
ら
を
開
く
た
め
必
要
な
処

分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
民
事
執
行
法
】

（
債
務
者
の
占
有
す
る
動
産
の
差
押
え
）

第
１
２
３
条　

債
務
者
の
占
有
す
る
動
産
の
差
押

え
は
、執
行
官
が
そ
の
動
産
を
占
有
し
て
行
う
。

２　

執
行
官
は
、前
項
の
差
押
え
を
す
る
に
際
し
、

債
務
者
の
住
居
そ
の
他
債
務
者
の
占
有
す
る
場

所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
場
所
に
お
い
て
、
又
は

債
務
者
の
占
有
す
る
金
庫
そ
の
他
の
容
器
に
つ

い
て
目
的
物
を
捜
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
閉

鎖
し
た
戸
及
び
金
庫
そ
の
他
の
容
器
を
開
く
た

め
必
要
な
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
〜
５　

略

捜
索
は
、
原
則
、
日
没
後
か
ら
日
出
前
ま
で
は
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
（
国
徴
法
第
１
４
３
条
第
１

項
）。
た
だ
し
、
夜
間
で
も
公
衆
が
出
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
滞
納
処
分
の
執
行
の

た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り

る
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
例
外
的
に
許
容
さ
れ

ま
す
（
同
条
第
２
項
）。

【
国
税
徴
収
法
】

（
捜
索
の
時
間
制
限
）

第
１
４
３
条　

捜
索
は
、
日
没
後
か
ら
日
出
前
ま

で
は
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
日
没

前
に
着
手
し
た
捜
索
は
、
日
没
後
ま
で
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

旅
館
、
飲
食
店
そ
の
他
夜
間
で
も
公
衆
が
出

入
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
滞

納
処
分
の
執
行
の
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る

と
き
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

日
没
後
で
も
、
公
開
し
た
時
間
内
は
、
捜
索
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

捜
索
に
当
た
っ
て
は
、
立
会
人
が
必
要
に
な
り
ま

す
（
国
徴
法
第
１
４
４
条
）。
現
実
の
捜
索
で
は
、

滞
納
者
あ
る
い
は
、
そ
の
関
係
者
の
物
理
的
抵
抗
の

可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
捜
索
す
る
場
所
を
所
管

す
る
警
察
署
に
所
属
す
る
警
察
官
の
同
行
を
依
頼

し
、
こ
の
際
、
立
会
い
を
求
め
る
こ
と
が
適
切
で
す
。

【
国
税
徴
収
法
】

（
捜
索
の
立
会
人
）

第
１
４
４
条　

徴
収
職
員
は
、
捜
索
を
す
る
と
き

は
、
そ
の
捜
索
を
受
け
る
滞
納
者
若
し
く
は
第

三
者
又
は
そ
の
同
居
の
親
族
若
し
く
は
使
用
人

そ
の
他
の
従
業
者
で
相
当
の
わ
き
ま
え
の
あ
る

も
の
を
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
不
在
で
あ

る
と
き
、
又
は
立
会
い
に
応
じ
な
い
と
き
は
、

成
年
に
達
し
た
者
二
人
以
上
又
は
地
方
公
共
団

体
の
職
員
若
し
く
は
警
察
官
を
立
ち
会
わ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）
捜
索
調
書
の
作
成

捜
索
終
了
後
に
は
、
捜
索
調
書
を
作
成
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
国
徴
法
第
１
４
６
条
第
１
項
）。
作

成
し
た
捜
索
調
書
は
、
立
会
人
に
交
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
（
同
条
第
２
項
）。
な
お
、
捜
索
中
に

財
産
を
発
見
し
、
こ
れ
を
直
ち
に
差
し
押
さ
え
る
場

合
に
は
、
差
押
調
書
（
国
徴
法
第
54
条
）
を
作
成
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、当
該
差
押
調
書
に
、

捜
索
に
関
す
る
事
項
、
す
な
わ
ち
、
捜
索
し
た
場
所

又
は
物
、
捜
索
し
た
日
時
を
記
載
し
、
加
え
て
、
立

会
人
の
署
名
を
求
め
、
そ
の
謄
本
を
立
会
人
に
交
付

す
れ
ば
、
捜
索
の
事
績
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
、

捜
索
調
書
及
び
そ
の
謄
本
の
作
成
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
（
第
１
４
６
条
第
３
項

（
（
（

）。
も
ち
ろ
ん
、
差
押
調

書
及
び
捜
索
調
書
の
両
者
を
作
成
し
て
も
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
。
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滞
納
処
分
が
で
き
な
い
債
権
に 

対
す
る
財
産
調
査

国
税
徴
収
法
の
例
に
よ
り
、
徴
収
で
き
な
い
債
権

（
空
家
特
別
措
置
法
第
14
条
第
10
項
に
定
め
る
略
式

代
執
行
に
要
し
た
費
用
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
住
民

基
本
台
帳
法
第
11
条
、
戸
籍
法
第
10
条
の
２
、
不
動

産
登
記
法
第
１
１
９
条
を
根
拠
に
住
所
や
財
産
を
調

査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
住
民
基
本
台
帳
法
】

（
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
の
請
求
に
よ
る

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
）

第
11
条　

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
は
、
法

令
で
定
め
る
事
務
の
遂
行
の
た
め
に
必
要
で
あ

る
場
合
に
は
、
市
町
村
長
に
対
し
、
当
該
市
町

村
が
備
え
る
住
民
基
本
台
帳
の
う
ち
第
７
条
第

１
号
か
ら
第
３
号
ま
で
及
び
第
７
号
に
掲
げ
る

事
項
（
同
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
住

所
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

に
係
る
部
分
の
写
し
（
第
６
条
第
３
項
の
規
定

に
よ
り
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
も
つ
て
住
民
票
を
調

製
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
基
本
台
帳
を
作
成
し

て
い
る
市
町
村
に
あ
つ
て
は
、
当
該
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
の
う
ち
第
７
条

第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で
及
び
第
７
号
に
掲
げ

【
国
税
徴
収
法
】

（
捜
索
調
書
の
作
成
）

第
１
４
６
条　

徴
収
職
員
は
、
捜
索
し
た
と
き
は
、

捜
索
調
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

徴
収
職
員
は
、
捜
索
調
書
を
作
成
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
謄
本
を
捜
索
を
受
け
た
滞
納
者
又

は
第
三
者
及
び
こ
れ
ら
の
者
以
外
の
立
会
人
が

あ
る
と
き
は
そ
の
立
会
人
に
交
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３　

前
２
項
の
規
定
は
、
第
54
条
（
差
押
調
書
）

の
規
定
に
よ
り
差
押
調
書
を
作
成
す
る
場
合
に

は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

差
押
調
書
の
謄
本
を
前
項
の
第
三
者
及
び
立
会

人
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
捜
索
調
書
に
記
載
す
る
事
項
は
、
国
税
徴

収
法
施
行
令
第
52
条
に
定
め
が
あ
り
ま
す（

（
（

。

【
国
税
徴
収
法
施
行
令
】

（
捜
索
調
書
の
記
載
事
項
）

第
52
条　

捜
索
調
書
に
は
、
徴
収
職
員
が
次
の
事

項
を
記
載
し
て
署
名
押
印
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
第
２
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、

捜
索
に
係
る
国
税
に
つ
き
差
押
調
書
の
謄
本
、

差
押
書
又
は
参
加
差
押
通
知
書
が
そ
の
捜
索
を

受
け
た
滞
納
者
又
は
第
三
者
に
既
に
交
付
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
１
）
滞
納
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

（
２
）
滞
納
に
係
る
国
税
の
年
度
、
税
目
、
納

期
限
及
び
金
額

（
３
）
法
第
１
４
２
条
第
２
項
（
捜
索
の
権
限

及
び
方
法
）
の
規
定
に
よ
り
第
三
者
の
物
又

は
住
居
そ
の
他
の
場
所
に
つ
き
捜
索
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居

所
（
４
）
捜
索
し
た
日
時

（
５
）
捜
索
し
た
物
又
は
住
居
そ
の
他
の
場
所

の
名
称
又
は
所
在
そ
の
他
必
要
な
事
項

２　

徴
収
職
員
は
、
捜
索
調
書
に
法
第
１
４
４
条

（
捜
索
の
立
会
人
）
の
立
会
人
の
署
名
を
求
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

立
会
人
が
署
名
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

を
捜
索
調
書
に
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
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る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
。
以
下
こ
の
条
、
次

条
及
び
第
50
条
に
お
い
て
「
住
民
基
本
台
帳
の

一
部
の
写
し
」
と
い
う
。）
を
当
該
国
又
は
地

方
公
共
団
体
の
機
関
の
職
員
で
当
該
国
又
は
地

方
公
共
団
体
の
機
関
が
指
定
す
る
も
の
に
閲
覧

さ
せ
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３　

略

【
戸
籍
法
第
10
条
の
２
】

２　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
又
は
地
方

公
共
団
体
の
機
関
は
、
法
令
の
定
め
る
事
務
を

遂
行
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
戸

籍
謄
本
等
の
交
付
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
請
求
の
任
に

当
た
る
権
限
を
有
す
る
職
員
は
、
そ
の
官
職
、

当
該
事
務
の
種
類
及
び
根
拠
と
な
る
法
令
の
条

項
並
び
に
戸
籍
の
記
載
事
項
の
利
用
の
目
的
を

明
ら
か
に
し
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
不
動
産
登
記
法
】

（
登
記
事
項
証
明
書
の
交
付
等
）

第
１
１
９
条　

何
人
も
、
登
記
官
に
対
し
、
手
数

料
を
納
付
し
て
、
登
記
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い

る
事
項
の
全
部
又
は
一
部
を
証
明
し
た
書
面

（
以
下
「
登
記
事
項
証
明
書
」
と
い
う
。）
の
交

付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
〜
５　

略

な
お
、
執
行
力
の
あ
る
債
務
名
義
の
正
本（

（
（

を
取
得

し
、
強
制
執
行
等
を
行
っ
て
も
な
お
当
該
金
銭
債
権

の
完
全
な
弁
済
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
等
の
場
合
、
財

産
開
示
手
続
を
通
じ
て
、
執
行
裁
判
所
に
対
し
て
申

立
て
を
行
い
、
債
務
者
の
普
通
裁
判
籍
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
を
通
じ
て
債
務
者
の
財
産
の

開
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
民
執
法
第
１
９
６

条
以
下
）。
な
お
、「
債
務
者
の
普
通
裁
判
籍
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
」
と
は
、
債
務
者
の
住

所
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
で
す
。

【
民
事
執
行
法
】

（
管
轄
）

第
１
９
６
条　

こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
債
務
者
の

財
産
の
開
示
に
関
す
る
手
続
（
以
下
「
財
産
開

示
手
続
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
債
務
者

の
普
通
裁
判
籍
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
裁

判
所
が
、
執
行
裁
判
所
と
し
て
管
轄
す
る
。

（
実
施
決
定
）

第
１
９
７
条　

執
行
裁
判
所
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
執
行
力
の
あ
る

債
務
名
義
の
正
本
を
有
す
る
金
銭
債
権
の
債
権

者
の
申
立
て
に
よ
り
、
債
務
者
に
つ
い
て
、
財
産

開
示
手
続
を
実
施
す
る
旨
の
決
定
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
執
行
力
の
あ
る
債

務
名
義
の
正
本
に
基
づ
く
強
制
執
行
を
開
始
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

（
１
）
強
制
執
行
又
は
担
保
権
の
実
行
に
お
け

る
配
当
等
の
手
続
（
申
立
て
の
日
よ
り
６
月

以
上
前
に
終
了
し
た
も
の
を
除
く
。）
に
お

い
て
、
申
立
人
が
当
該
金
銭
債
権
の
完
全
な

弁
済
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
と
き
。

（
２
）
知
れ
て
い
る
財
産
に
対
す
る
強
制
執
行

を
実
施
し
て
も
、
申
立
人
が
当
該
金
銭
債
権

の
完
全
な
弁
済
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
の
疎
明

が
あ
つ
た
と
き
。

２　

執
行
裁
判
所
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
債
務
者
の
財
産
に
つ
い
て

一
般
の
先
取
特
権
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
文

書
を
提
出
し
た
債
権
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
当

該
債
務
者
に
つ
い
て
、
財
産
開
示
手
続
を
実
施

す
る
旨
の
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
強
制
執
行
又
は
担
保
権
の
実
行
に
お
け

る
配
当
等
の
手
続
（
申
立
て
の
日
よ
り
６
月

以
上
前
に
終
了
し
た
も
の
を
除
く
。）
に
お

い
て
、
申
立
人
が
当
該
先
取
特
権
の
被
担
保

債
権
の
完
全
な
弁
済
を
得
る
こ
と
が
で
き
な

か
つ
た
と
き
。

（
２
）
知
れ
て
い
る
財
産
に
対
す
る
担
保
権
の

実
行
を
実
施
し
て
も
、
申
立
人
が
前
号
の
被

担
保
債
権
の
完
全
な
弁
済
を
得
ら
れ
な
い
こ

と
の
疎
明
が
あ
つ
た
と
き
。

３　

前
２
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、債
務
者（
債
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（
１
）
～
（
４
）
略

（
５
）
執
行
裁
判
所
の
呼
出
し
を
受
け
た
財
産

開
示
期
日
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
な
く
、

出
頭
せ
ず
、
又
は
宣
誓
を
拒
ん
だ
開
示
義
務

者
（
6
）
第
１
９
９
条
第
７
項
に
お
い
て
準
用
す

る
民
事
訴
訟
法
第
２
０
１
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
財
産
開
示
期
日
に
お
い
て
宣
誓
し
た

開
示
義
務
者
で
あ
つ
て
、
正
当
な
理
由
な
く

第
１
９
９
条
第
１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
の
規

定
に
よ
り
陳
述
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
陳
述

を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
も
の

注（
６
）
吉
国
二
郎･

荒
井
勇
・
志
場
喜
徳
郎
共
編
『
国
税

徴
収
法
精
解
』（
大
蔵
財
務
協
会
、
２
０
２
１
）

９
４
６
頁
以
下
。

（
７
）
吉
国
二
郎
ほ
か
共
編
・
前
掲
注
（
６
）
９
５
８
頁

以
下
。

（
８
）
現
実
の
書
式
に
つ
い
て
は
、
国
税
徴
収
法
施
行
規

則
別
記
第
11
号
様
式
を
参
照
。

（
９
）
確
定
判
決
（
民
執
法
第
22
条
第
１
項
）、
確
定
少

額
訴
訟
判
決
（
民
訴
法
第
３
６
８
条
以
下
）
な
ど
。

務
者
に
法
定
代
理
人
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は

当
該
法
定
代
理
人
、
債
務
者
が
法
人
で
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
。
第
１
号
に
お
い

て
同
じ
。）
が
前
２
項
の
申
立
て
の
日
前
3
年

以
内
に
財
産
開
示
期
日
（
財
産
を
開
示
す
べ
き

期
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
お
い
て
そ
の

財
産
に
つ
い
て
陳
述
を
し
た
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
財
産
開
示
手
続
を
実
施
す
る
旨
の
決
定
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

（
１
）
債
務
者
が
当
該
財
産
開
示
期
日
に
お
い

て
一
部
の
財
産
を
開
示
し
な
か
つ
た
と
き
。

（
２
）
債
務
者
が
当
該
財
産
開
示
期
日
の
後
に

新
た
に
財
産
を
取
得
し
た
と
き
。

（
３
）
当
該
財
産
開
示
期
日
の
後
に
債
務
者
と

使
用
者
と
の
雇
用
関
係
が
終
了
し
た
と
き
。

４
〜
６　

略

執
行
裁
判
所
に
お
い
て
、
財
産
開
示
に
係
る
実
施

決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
、
債
務
者
は
自
身
の
財
産
に

つ
い
て
陳
述
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
民
事
執
行
法
】

（
期
日
指
定
及
び
期
日
の
呼
出
し
）

第
１
９
８
条　

執
行
裁
判
所
は
、
前
条
第
１
又
は

第
２
項
の
決
定
が
確
定
し
た
と
き
は
、
財
産
開

示
期
日
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

財
産
開
示
期
日
に
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
呼

び
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
申
立
人

（
２
）
債
務
者
（
債
務
者
に
法
定
代
理
人
が
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
法
定
代
理
人
、
債

務
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の

代
表
者
）

（
財
産
開
示
期
日
）

第
１
９
９
条　

開
示
義
務
者
（
前
条
第
２
項
第
２

号
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
は
、

財
産
開
示
期
日
に
出
頭
し
、債
務
者
の
財
産（
第

１
３
１
条
第
１
号
又
は
第
２
号
に
掲
げ
る
動
産

を
除
く
。）
に
つ
い
て
陳
述
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
～
７
略

財
産
開
示
制
度
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
債

務
者
が
財
産
開
示
手
続
に
応
じ
な
い
、
あ
る
い
は
、

虚
偽
の
陳
述
を
し
た
場
合
な
ど
に
お
い
て
は
、
懲
役

や
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
民
事
執
行
法
】

（
陳
述
等
拒
絶
の
罪
）

第
２
１
３
条　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
は
、
６
月
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
す
る
。


